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""""で衝突してもひ｡ が変わ
らないように押している
弾性衝突なのでe=1である。

eだが
､ =
ジ-うた ←※ひi.ひxは速さ」なので正負の符合は

つかず大きさで考えてよい

iひっ！=ひ×+2で
- _ - （ ア ）

（イ
誘導ではひで一ひで を計算せよといっている。

ひでーひで=（ひxt2ひ。）²-ひ？
= 4Uxひ。+4ひ？
=4ひっ、（ひ。
に凸凹、がひと》ひ。よりだ÷0）
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ピストンがんうごくのにかかる

1 時間 o tは
△ t=dlwしほぼ2lで1往復 l>>olという

ことから近似
この間分子の進む距離は
cat=mad

近似的に分子が21うごく間に分子が1回衝干突するといえるので
ぶつかる回数は

"と=でででい
( I ) （イ）よ 1回につき、だが4ひxひ。増加するとわかっているので、

△ひで=4ひたひ。・でんた

=とい
（オ (I）の増加分が3方向にわかれて与えられるので

ひでの増加△（ひで）は
△(W)=J・じでん=2と

!

は



と続志マン定数の定義より、

こmひで=½KT （参考
⇒ w̅ = ¼ T

これより

△（ひで）
（オ）の式を代入し

2ⁿᵈ。= がΔT
△ただ・ででで

）ひで=itTより
△たCII（か


